
教科学習と食育を連携させた総合的な学習のカリキュラム開発と実践

笹原克彦 富山市立寒江小学校

概要：教科との連携に配慮しながら 「食育」をテーマとした総合的な学習のカリキュラ、

ムを構成した。教材を選択する際の観点や、教科との関連づけを行う際の観点に留意した

カリキュラムを構成し実践することによって、教科と総合的な学習の時間が連携し、相互

に関連した子供の能力が高まった。
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１ はじめに

学習指導要領(文部科学省 )では、総合,2003

的な学習の時間は、各学校において「ねらいを

踏まえ、総合的な学習の時間の目標及び内容を

定め」ることを求められている。その内容とし

て 「例えば国際理解、情報、環境、福祉・健、

康などの横断的・総合的な課題、児童の興味・

関心に基づく課題、地域や学校の特色に応じた

課題」について、各学校に応じて特色あるカリ

キュラムを構成することとなっている。

環境や健康に関わる「食育」について、農林

、「 『 』水産省( )は 国民一人一人が自らの 食2004

について考える習慣を身につけ、生涯を通じて

健全で安心な食生活を実現することができる」

よう 「必要な全国的な情報提供活動や地域に、

おける実践活動等を行う『食育』を推進してい

くことが重要」と述べている。 世紀に生き21

る児童にとって、自分たちの食を見直す学習を

進めることは、とても重要である。

、 、一方 総合的な学習の時間の指導方法として

学習指導要領では「各教科、道徳及び特別活動

で身に付けた知識や技能等を相互に関連付け、

学習や生活において生かし、それらが総合的に

働くようにすること」と示されている。

総合的な学習のカリキュラムを構成する際

に、どのような観点から教材を選択し、それら

をどのように教科と関連させるかについて明ら

かにすることができれば、各学校においても、

各校独自の総合的な学習のカリキュラムを構成

することが容易になる。そこで、これら食育に

関わる内容による、教科との連携を図ったカリ

キュラム開発を構想し実践した。

以下に、単元開発の考え方と、期待できる子

供の能力の伸長について、具体的な事例をもと

に報告する。

２．１ カリキュラムを構成する際の留意点

単元開発を行う際に以下の２点に留意する。

①学習テーマとなる、教材を選択する際の

観点を明示する。

②選択した教材と関連する教科の内容を整

理し、学習活動や内容の重なりを、全体計

画の中に組み込む。

２．１ 教材選択にあたっての観点の明示

「食育」を内容とするために、以下の４つの観

点に当てはまる教材の選択を行う。

① 地域性があるか

地域に広く栽培されている産物や伝統的名産

品のように、触れるための機会や人材が豊富に

ある教材を選択する。

② 親和性があるか

身の回りにたくさんあって、日常、よく目に

できることが望ましい。また、課題を解決して

いく中で「児童自ら生産する 「頻繁に見学に」

出かける」など、体験活動が容易に行えること

も条件とする。



③ 意外性があるか。

教材がいくら身近にあっても、それが、その

まま児童の課題とはならない。教材の中から児

童が課題を見付けるためには、児童の先入観を

くつがえし、疑問を感じさせることができるよ

うな要素を持っていることが必要である。

④ 今日性があるか

食と健康、食料自給率、遺伝子操作農産物な

ど今日的な問題へとつながり、環境、国際理解

等の内容へと発展的に考えられる教材を選択す

る。

２．２ 選択した教材と教科との関連

選択した教材をもとにカリキュラムを構成す

る際に、教科学習とどのような内容や方法で関

連させることが可能かを考える。以下の観点か

ら、関連する教科を年間計画の中に位置づけ、

教科学習と関連させながら総合的な学習の時間

の実践を進める。

① 教科の教材として活用する。

総合的な学習の時間で扱う教材そのものが、

教科学習の教材としても活用できるかどうかを

考える。

② 教科の学習内容と関連している。

総合的な学習の時間で扱う内容と教

科学習の内容と重なりを考える。

③ 育てたい能力に重なりがある。

教科学習で身に付いた能力を、総合

的な学習の時間で活用することや、総

合的な学習の時間で必要な能力を教科

学習の中で高めることを考える。

３ 実践の概要

３．１ 実践の対象児童と期間

富山市立寒江小学校児童２２名。

平成 年 月から平成 年 月。17 5 18 3

３．２ 単元名

「大豆が支えるわれわれのくらし」

３．３ 教材選択にあたっての観点

① 親和性があるか

われわれが日頃口にする食材には、

醤油、

豆腐、

納豆な

ど、大

豆を原

料とす

るもの

が多く

ある。

大豆食

品を口

【子供の学習活動】

【評価の規準】

第３次（１７時間）

日本の食を考える―わたしたちに
できること―
○これまでの学習の成果を基に、
安全で健康な食を守るために、自
分たちが食とどのように関わって
いけばよいかを考え、実行しよう
とする。
○学習した成果をまとめ、プレゼ
ンテーションにまとめて発表する。

・これまで調べてきたことを整理
し、再構成していくための計画を
立て、学習を進める。　　　　　
　　　　　　　　　　（課題設定）
・見通しを持ち必要な情報を収集
して調べる。(情報活用、問題解決)
・自分の主張が伝わるようにまと
め、メディアを活用し資料を提示
しながら話すことができる。　　
　　　　　　　　　　　　（表現）
・わが国の食を巡る諸問題に対し

て、自分なりの考えをもち、くら
しを見直すことができる。　　
　　　　　　　（自己を振り返る）

第１次（２５時間）

大豆からなにができるのかな
○醤油、豆乳、豆腐の試食体験を基に、大豆
の品種や加工食品について知りたいことを、
できるだけたくさん見つけ、計画を基に調べ
活動をする。
・豆腐や醤油はどのように作られているのだ

ろう。
・同じ材料なのに、色も味も全く違うのはど
うしてだろう。
・どのような種類の大豆が、どこで作られて
いるのだろう。
○スーパーマーケットでの大豆製品探し、豆
腐工場の見学などの共通体験を通して、課題
を明確にし、適切な手段を活用して追究する。
○調べたことを基に、大豆とくらしとのつな
がりについて考えたことを発表する。（本時
　１８／２５　時）
○調べたことをWebページにまとめて、発信
する。

・大豆を材料にした食材を食べる体験を通
して、自分なりの課題を見つけて調べよう
とする。　　　　　　　　　（課題設定）
・適切な情報手段を工夫し、課題を解決す
るための情報を収集、整理する。
　　　　　　　　　　　　　（情報活用）
・自分の考えたことが伝わるようにまとめ
ている。　　　　　　　　　　　（表現）

第２次（２３時間）
大豆から見たわたしたちの食環境
○価格の全く違う大豆製品を比較した
り、大豆をはじめとする食料自給率の
グラフを調べたりすることによって、
わが国の食にかかわる問題点に目を向
け、課題を見つけて追究する。
・国産品と輸入品の価格差が大きいの
はどうしてだろうか。

・これだけ生活に密着している大豆の
自給率が低いのはどうしてだろうか。
・大豆以外の食糧の自給率はどうなっ
ているのだろうか。
○選択したテーマを基に、計画に従い、
社会科・理科・家庭科学習との関連も
図りながら、できるだけくわしく調べ
る。
○調べたことをまとめ、学習発表会
（新聞・パンフレット）との関連を図
りながら、発表する。

・集めた情報の中から、自分に必要な
情報を整理する。　　　（情報活用）
・自分の主張が伝わるようにまとめて
いる。　　　　　　　　　　（表現）
・わが国の食を巡り諸問題に目を向け、
それらの因果関係を考えながら、自分
たちのくらしと結びつけて考える。
　　　　　　　　（自己を振り返る）

【栽培活動との関連】

自分たちでも大豆を栽培してみよう
○地域ボランティアの指導を受けて、大豆
の種まきを行う。
・高崎さんは、大豆の作り方に詳しいな。
○収量を上げるための作業手順を理解し、
大豆の土寄せ作業を行う。
・機械を使わないで、農作業をするのは大
変だな。

自分たちの大豆を収穫しよう
○大豆の収穫方法を理解し、協力して、収穫を行う。
・どんな風に乾燥させたらいいのだろう。
・いろいろな大きさや、品質の大豆があるが、全部商品に
なるのだろうか。
○収穫した大豆の用途を考え、加工したり販売したりする。
・自分たちで豆腐を作ってみたいな。
・味噌を造って、冬になったらみそ汁にしたいな。
・自分たちの大豆を地域に人にも味わってもらいたいな。
・大豆でどのような料理を作ることができるのかな。

【教科学習との関連】

理科　植物の発芽と成長

家庭　朝におすすめのサラダを作ろう

社会　これからの食料生産

国語　調べたことを整理して書こう 国語　伝え合って考えよう

工業生産と貿易

１学期 ２学期 ３学期

（表１）総合的な学習の時間と連携した教科学習一覧

連携の観点 教科 単 元 名 主 な 学 習 活 動

①教科の教材として 理科 植物の発芽と成長 ・大豆を使って発芽実験を実施する。
活用できる。

家庭 朝におすすめのサラダを作ろう ・大豆を材料の一品としたサラダ作りを行う。

②教科の学習内容と 社会 これからの食料生産 ・食料自給率と輸出入の問題を考える。
工業生産と貿易 ・日本と世界との貿易上のつながりを考える。

関連している。
国語 人と「もの」とのつきあい方 ・江戸時代の自給自足社会を知る。

③育てたい能力に重 国語 調べたことを整理して書こう ・テーマや内容に即して書籍、インターネット
なりがある。 （言葉の研究レポート） 等の資料の選択を行う。

・一番伝えたいことをが何かを明らかにする。

。国語 伝え合って考えよう ・絵図やグラフなどの資料を提示して発表する
(人と「もの」とのつきあい方) ・原稿を読まずに自分の言葉で発表する。

（図１）教科との連携を考えた総合的な年間指導計画



にしない日はないくらい、大豆はわたしたちの

生活と強く結びついている。

② 地域性があるか

国産大豆の多くは、減反による転作作物とし

て栽培されており、寒江校区においても、大豆

栽培が進められている。

農業を専業とする地域ボランティアの協力が

得られるので、助言を受け自ら栽培し、大豆を

生産する上での工夫や苦労を体験的に学ぶこと

ができる。書籍やインターネットの資料で得た

知識を、体験と結びつけて学習を進めることが

可能になる。

③ 意外性があるか

醤油や豆腐など大豆食品の多くは、本来の形

をとどめていない。また同じ材料から作られて

いながら、色、香りなどさまざまな点で違いが

ある。大豆が食品として多様な姿に変わってい

ることは、児童にとっては意外な事実に感じら

れる。

また、豆腐、醤油など大豆を原料としている

事が知られている物の他にも、サラダ油、豆菓

子など大豆製品であることを意識しない物や、

湯葉、雑穀酒などのように存在そのものが、あ

まり児童に知られていない物など、多種多様に

。 、ある これらの大豆食品と出会うことによって

自分たちのくらしが、大豆と強く結びついてい

ることを、体験的にとらえることができる。

④ 今日性があるか

大豆は、栄養バランスに優れており、今日の

日本人の食生活を改善する上で、メリットの大

きい食材である。

また、日本人の食生活に重要な役割を占めて

、 、いる割には 国内自給率の大変低い作物であり

残留農薬、遺伝子組み換えなど、食の安全保障

という観点から今日的な問題をはらんだ食材で

もある。

以上のことから、大豆は、多様な体験活動、

追究活動を行うことが可能な教材となり得る。

３．４ 選択した教材と教科との関連

①教科の教材として活用、②教科の学習内容

との関連、③育てたい能力の重なりという３つ

、「 」の観点から 大豆そのものを教材とした学習

「大豆をテーマとした総合的な学習と内容が関

連した学習 「教科学習で身に付く力の中で特」

に総合的な学習で生かしたい能力を期待できる

学習」の３つの分類で教科学習の単元を選び出

し、学習活動を明示して整理した（表１ 。）

これらの教科学習との関連を埋め込みなが

ら、１年間を３つの学習場面に分けた総合的な

学習のカリキュラムを構想した（図１ 。）

３．４ 実践の実際と考察

①「大豆はわれわれのくらしを本当にささえて

いるか」

児童は、日頃、たくさんの大豆食品を口にし

ているが、それらを大豆食品として意識するこ

とはあまりなかった。そこで、大豆食品の中か

ら、豆乳、醤油を数滴ずつとさいころ大の豆腐

を試食することから学習を始めた。同じ材料で

ありながら、色も香りも形も全く違う食材を口

にした体験から、児童はさまざまな視点で課題

を見付けていった（表２ 。）

調べ学習の過程では、スーパーマーケットや

豆腐工場の見学を行った。見学を通して、大豆

を材料とする食品が多種多様にあることや、大

豆食品が生産される工程、働く人々の工夫や苦

労を理解し

。 、た さらに

大豆生産の

工夫や苦労

を探るため

に、栽培体

験も進める

（表２）児童の考えた学習課題（１学期）

種類 ・どのような大豆食品があるか

製法 ・大豆食品はどのように作られているか

栄養 ・大豆にはどのような栄養があるのか

健康 ・大豆食品はどう健康によいのか

歴史 ・大豆食品がたくさん食べられているの

はなぜか

・大豆はいつから日本でこんなに食べら

れるようになったのか
（図２）自給率分のみそ汁と豆腐



ことに

した。

また

教科学

習にお

いても、理

科で大豆を

使って発芽

実験を行っ

たり、家庭

科で大豆を

材料とした

サラダ作り

を行ったりした。

２学期の初めに、社会科の食料生産の学習の

まとめとして、わが国の食糧自給率について考

える学習を行った。さらに、総合的な学習の時

間に、自給率分だけの食事(図２)をする体験を

行った。社会科や１学期の総合的な学習の内容

をふまえて、新たな学習課題を見付け、追究活

動を進めた。

単元の途中には、調べたことを共有し合うた

めに、中間発表を行った 「話の中心を明らか。

にすること 「図表を使って発表すること」な」

ど、国語科で身につけた能力を活用しながら、

児童は発表を行った。

中間発表を終えた時点で、自分の能力や総合

と教科の関連に関する児童の意識を調査した。

４月当初に比べて 名の児童は中心を意識し19

て話すようになったと考えており(表３)、自分

の言葉で話すことについても、 名が以前よ19

りもできるようになったと考えていた(表４)。

このことから、能力が身に付いたことについて

の自覚ができた。

また全ての児童は、教科と総合に何らかの関

連があることに気付いていた(表５)。社会科に

は、自給率という学習テーマの中心となる内容

のつながりがあり、理科、家庭科には、発芽実

験や調理など体験活動を伴う学習を行ったこと

から、児童は関連を意識できた。

教科学習と総合的な学習を関連させながら学

習を進めることによって、教科で身に付いた力

が、総合的な学習の時間で発揮された。また、

総合的な学習の時間で伸びた力を、教科学習の

中にフィードバックさせていた。しかし、国語

科との能力的な関連に対する児童の自覚は、十

分とは言えなかった。

４ 終わりに

「食育」をテーマとした総合的な学習のカリキ

ュラムを構成する際、以下の点に留意して教

材を選択した。

１教材選択にあたっての観点を明示する。

①地域性があるか。 ②親和性があるか。

③意外性があるか。 ④今日性があるか。

さらに、教科と関連する要素を洗い出した上

で、カリキュラムを構成した。

２選択した教材と教科との関連を考える。

①教科の教材として活用できる。

②教科の学習内容と関連している。

③育てたい能力に重なりがある。

これらの観点から教材を選択し、カリキュラ

ムを構成することによって、教科と総合的な学

習の時間が相互に関連し、子供の能力が高まっ

た。
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(表３)一番言いたいことを考えて発表しているか

選 択 肢 人数

Ａ とてもよく考えるようになった ６

Ｂ 少し考えるようになった １３

Ｃ あまり考えていない １

Ｄ もともと考えていた ２
（回答２２名）

（表４）原稿を読まず自分の言葉で発表できるか

選 択 肢 人数

Ａ 以前より、よくできるようになった １０

Ｂ 以前より少しはできるようになった ９

Ｃ あまりできない ３
Ｄ もともとできる ０

（回答２２名）

（表５）総合とのつながりを感じた教科

人数教科 人数 教科 領域
国語 ６ 家庭 ９

社会 １３ 道徳 ０

算数 １ 年までの総合 １4
理科 １２ その他 ２

（ ）回答２２名：複数回答

(図３)原稿を見ずにゲストティーチャ
ーに質問する児童


